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「
文
明
の
作
法

i
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
政
治

と
社
交
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十

本
書
は
、
「
文
明
」
と
は
何
か
、
あ
る
い
は
「
近
代
」
と
は
何
か
、
と

い
う
壮
大
な
荷
い
に
答
え
る
一
つ
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
政
治
思
想
史

の
観
点
か
ら
、
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
「
文
明
の
作
法
」

の
系
譜
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

序
章
で
精
織
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
文
明
」
と
い
う
一
言
葉
の
理
解
に
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス

カ〉

ら

八
役
紀
ま
で
の
初
期
近
代
ま
で
と
そ
れ
以
降
で
は
、
あ
る
思
想

史
的
な
転
換
が
あ
る
と
い
う
。
初
期
近
代
の
人
々
は
、
「
文
明
」
を
(
近

代
以
降
に
住
ま
う
わ
れ
わ
れ
が
さ
も
当
然
か
の
ご
と
く
そ
う
考
え
る
よ

う
に
)
巳
己
ロ
N

即
位
。
ロ
と
し
て
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は

な
く
、
当
時
の
人
々
は
文
明
と
い
う
語
と
し
て
円
守
山
口
々
を
用
い
て
い

た
の
で
あ
る
。

門
町
三
口
々
は
、
「
野
蛮
」
や
「
粗
野
」
と
対
置
さ
れ
る
意
味
を
有
す
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
人
間
の
具
体
的
な
所
作
や
振
る
舞
い
に
大

い
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
作
法
の
洗
練
や
礼
儀
正
し
さ
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
る
。
「
礼
節
」

(nccえ
め
出
可
)
・
「
適
正
」
(
仏

2
0
2
g
)
・
「
行

儀
の
よ
さ
」

(mcc
仏1
可
2
門
出
口
ぬ
)
・
「
上
口
問
さ
」
(
宮
山
富
山
口
語
的
)
・
「
マ

ナ
ー
ズ
」

(HU
山
口
口
巾
吋
印
)
な
ど
と
い
う
語
と
密
接
に
関
連
し
、
必
ず
し
も

近
代
以
降
の
円
笠
宮
山
氏
。
ロ
を
経
験
し
な
い
他
の
文
明
に
も
適
用
可
能

な
指
様
で
あ
っ
た
。
本
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
語
棄
な
ど
に
よ
っ
て
一
不
さ

れ
る
作
法
の
総
称
を
「
文
明
の
作
法
」
と
呼
ん
で
い
る
。
重
要
な
こ
と

に
そ
れ
は
、
「
自
由
」
や

-181-

と
い
っ
た
抽
象
的
原
理
で
は
な
く
、

具
体
的
な
人
間
の
生
活
世
界
に
埋
め
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

丘
三
口
々
と
は
日
々
の
入
部
の
営
為
(
社
交
)
を
支
え
る
文
化
資
本
や
ハ

ビ
ト
ゥ
ス
で
あ
り
、
他
者
と
の
持
続
的
な
交
際
や
共
存
を
可
能
に
す
る

「
袈
」
(
同
ミ
ヨ
)
や
「
わ
ざ
」
(
問
え
)
で
あ
り
、
「
実
践
知
」

(
U
5
2片山山

}
g
o
d司
}
ぬ
(
凶
ぬ
巾
)
な
の
で
あ
る
。

近
代
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
丘
三
口
々
は
君
主



の
宮
廷
や
文
明
社
会
を
舞
台
と
し
て
絶
え
間
な
く
洗
練
さ
れ
、
再
生
産

さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
著
者
は
、
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
主
な
対

象
と
し
、（
一
）
宮
廷
の
政
治
学
、（
二
）
作
法
書
の
世
界
（
三
）、
政
治

教
育
と
し
て
の
大
陸
旅
行
、（
四
）
外
交
の
作
法
、（
五
）
文
明
化
さ
れ

た
共
和
国
、（
六
）
チ
ェ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
「
世
界
」、
と
い
う
六

つ
の
主
題
に
基
づ
い
て
、「
文
明
の
作
法
」の
歴
史
的
な
展
開
を
政
治
思

想
史
の
立
場
か
ら
論
じ
て
い
る
。

第
一
章
で
は
、「
文
明
の
作
法
」
を
涵
養
す
る
「
学
校
」
で
あ
り
、
そ

れ
を
発
信
す
る
場
所
と
し
て
の
「
宮
廷
」
の
思
想
史
的
な
重
要
性
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
宮
廷
社
会
を
中
心
に
育

ま
れ
た
「
文
明
の
作
法
」
が
、
一
八
世
紀
に
な
る
と
、
新
た
に
「
文
明

社
会
」（civ

il so
ciety

）
へ
と
拡
散
・
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。第

二
章
で
は
、「
文
明
の
作
法
」の
伝
搬
と
普
及
に
お
い
て「
作
法
書
」

（co
u
rtesy b

o
o
k

）が
果
た
し
た
役
割
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
ル
ネ
サ

ン
ス
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
辺
境
の
後
進
国
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
八

世
紀
に
い
た
る
ま
で
、
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
の
作
法
書
が
絶
え
間
な

く
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
実
践
知
」
と
し
て
の
「
文
明
の
作
法
」
は
作
法
書

を
読
む
だ
け
で
は
身
に
付
か
な
い
。
そ
こ
で
、
第
三
章
で
注
目
さ
れ
る

の
が
、「
文
明
の
作
法
」
を
理
解
し
身
に
つ
け
る
過
程
と
し
て
の
「
大
陸

旅
行
」（g

ra
n
d to

u
r

）で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宮
廷
や
都
市
を
巡
り
、

他
者
と
交
際
す
る
大
陸
旅
行
は
、「
文
明
の
作
法
」の
身
体
的
な
習
得
を

目
的
と
し
た
政
治
エ
リ
ー
ト
教
育
の
総
仕
上
げ
の
過
程
だ
っ
た
の
で
あ

る
。第

四
章
で
は
、「
文
明
の
作
法
」が
実
践
さ
れ
る
場
と
し
て
の「
外
交
」

（n
eg
o
tia
tio
n

）
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
外
交
の

舞
台
は
宮
廷
社
会
で
あ
り
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
「
文
明
の
作
法
」
は
、

他
者
と
共
存
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
権
国
家
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に

は
必
要
な
ツ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
五
章
で
は
、「
文
明
の
作
法
」と「
共
和
主
義
」（rep

u
b
lica

n
ism

）

と
の
相
克
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
『
オ
シ
ア

ナ
共
和
国
』
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
神
話
の
再
解
釈
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
が

君
主
国
の
「
文
明
の
作
法
」
を
新
た
に
共
和
国
に
導
入
し
よ
う
と
す
る

試
み
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

第
六
章
で
は
、
チ
ェ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
伯
の
思
想
史
的
な
再
評
価

が
行
わ
れ
る
。
彼
の
『
息
子
へ
の
手
紙
』
は
、
初
期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
宮
廷
を
発
信
源
と
す
る
「
文
明
の
作
法
」
の
系
譜
の
一
つ
の
集
大
成

と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
。
と
こ
ろ
が
彼
は
、
多
く
の
批
判
と
と
も
に
、

忘
却
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
著
者
は
「
文
明
」
の
転
位
を

看
て
取
る
の
で
あ
る
。

終
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
文
明
」の
転
位
と
は
、civ

ility
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と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
文
明
か
ら
、
広
三
口
N

注
目
。
ロ
へ
と
向
か
う
動
き

で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
そ
れ
を
暗
示
す
る
の
が
一
八
没
紀
末
ご
ろ
の

「
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
(
伶
片
山
門
ち
え
芯
)
と
い
う
諾
の
登
場
で
あ
る
。
こ
の
語
の

登
場
は
、
丘
三
口
々
と
い
う
諾
に
お
い
て
は
不
可
分
で
あ
っ
た
「
政
治
」

と
「
社
交
」
の
分
断
を
合
意
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
「
作
法
」

と
い
う
語
棄
を
そ
ぎ
落
と
し
た
も
の
と
し
て

a
iロN
注
目
。
ロ
と
い
う
詩

句
も
同
時
期
に
設
場
し
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
以
降
、
「
文
明
の
作
法
」

は
後
退
し
、
剥
き
出
し
の
暴
力
や
感
情
、
別
議
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
個

人
と
大
衆
が
前
聞
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
と
向
か
う
近
代
の
思
想
史
は
単
純
な

進
歩
の
歴
史
で
は
な
く
、
他
者
と
の
共
同
生
活
を
成
立
さ
せ
る
「
文
明

の
作
法
」
の
喪
失
と
い
う
一
つ
の
大
き
な
逆
説
と
矛
盾
を
内
に
抱
え
て

い
た
、
と
著
者
は
論
じ
る
。

183 

「
文
明
の
作
法
」
の
思
想
史
は
現
代
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
、
実
は
、
そ
れ
ら
を
支
え
る

つ
の
文
明
が
擦
な
わ
れ
、
忘
却

さ
れ
る
過
程
で
新
た
に
登
場
し
て
き
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
に
語
り
伝

え
て
く
れ
る
、
と
い
う
著
者
の
結
論
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
り
、
本
誕
百

lま

や
「
文
明
」
を
考
察
す
る
上
で
、
必
読
の
書
だ
と
言
え
よ

つ
O 
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